
議

案

第

二

十

九

号 

  
 

港

区

幼

稚

園

教

育

職

員

の

勤

勉

手

当

に

関

す

る

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

に

つ

い

て 

  

 

令

和

七

年

三

月

二

十

六

日 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

港

区

教

育

委

員

会 
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港

区

幼

稚

園

教

育

職

員

の

勤

勉

手

当

に

関

す

る

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

（

案

） 

 
港

区

幼

稚

園

教

育

職

員

の

勤

勉

手

当

に

関

す

る

規

則

（

平

成

十

二

年

港

区

教

育

委

員

会

規

則

第

十

五

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。 

 

第

四

条

第

一

項

第

一

号

中

「

百

分

の

百

二

十

二

・

五

」

を

「

百

分

の

百

十

七

・

五

」

に

、

「

百

分

の

百

四

十

」

を

「

百

分

の

百

三

十

五

」

に

改

め

、

同

項

第

二

号

中

「

百

分

の

六

十

（

」

を

「

百

分

の

五

十

七

・

五

（

」

に

、

「

百

分

の

六

十

八

・

七

五

」

を

「

百

分

の

六

十

六

・

二

五

」

に

改

め

る

。 

 

第

五

条

第

五

項

中

「

若

し

く

は

勤

務

時

間

条

例

」

を

「

、

勤

務

時

間

条

例

」

に

改

め

、

「

介

護

時

間

」

と

い

う

。

）

」

の

下

に

「

若

し

く

は

勤

務

時

間

条

例

第

十

八

条

の

三

に

規

定

す

る

子

育

て

部

分

休

暇

（

以

下

「

子

育

て

部

分

休

暇

」

と

い

う

。

）

」

を

加

え

、

同

条

第

七

項

中

「

又

は

」

を

「

、

子

育

て

部

分

休

暇

又

は

」

に

改

め

る

。 

 
 

 

付 

則 

 

こ

の

規

則

は

、

令

和

七

年

四

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。 



港
区
幼
稚
園
教
育
職
員
の
勤
勉
手
当
に
関
す
る
規
則
新
旧
対
照
表 

改 
 

正 
 

案 

現 
 
 
 
 

行 

 
 

（
前
略
） 

（
前
略
） 

 
 

（
支
給
割
合
） 

（
支
給
割
合
） 

第
四
条 

条
例
第
三
十
条
第
二
項
の
教
育
委
員
会
規
則
で
定
め
る
支
給
割
合
は
、

次
の
各
号
に
掲
げ
る
職
員
の
区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
割
合
に
勤
務
期

間
に
お
け
る
そ
の
者
の
別
表
第
一
上
欄
に
掲
げ
る
欠
勤
等
日
数
の
区
分
に
応
じ

同
表
下
欄
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
割
合
に
次
項
に
規
定
す
る
成
績
率
を

乗
じ
て
得
た
割
合
と
す
る
。 

第
四
条 

条
例
第
三
十
条
第
二
項
の
教
育
委
員
会
規
則
で
定
め
る
支
給
割
合
は
、

次
の
各
号
に
掲
げ
る
職
員
の
区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
割
合
に
勤
務
期

間
に
お
け
る
そ
の
者
の
別
表
第
一
上
欄
に
掲
げ
る
欠
勤
等
日
数
の
区
分
に
応
じ

同
表
下
欄
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
割
合
に
次
項
に
規
定
す
る
成
績
率
を

乗
じ
て
得
た
割
合
と
す
る
。 

 

一 

法
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
又
は
第
二
十
二
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
採
用
さ
れ
た
職
員
（
以
下
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
と
い
う
。
）

以
外
の
職
員 

百
分
の
百
十
七
・
五
（
条
例
第
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
管
理

職
手
当
の
支
給
を
受
け
る
職
員
に
あ
っ
て
は
百
分
の
百
三
十
五
） 

 

一 

法
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
又
は
第
二
十
二
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
採
用
さ
れ
た
職
員
（
以
下
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
と
い
う
。
）

以
外
の
職
員 

百
分
の
百
二
十
二
・
五
（
条
例
第
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
管

理
職
手
当
の
支
給
を
受
け
る
職
員
に
あ
っ
て
は
百
分
の
百
四
十
） 

 

二 

定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員 

百
分
の
五
十
七
・
五
（
条
例
第
十
条

の
規
定
に
基
づ
き
管
理
職
手
当
の
支
給
を
受
け
る
職
員
に
あ
っ
て
は
百
分
の

六
十
六
・
二
五
） 

 

二 

定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員 

百
分
の
六
十
（
条
例
第
十
条
の
規
定

に
基
づ
き
管
理
職
手
当
の
支
給
を
受
け
る
職
員
に
あ
っ
て
は
百
分
の
六
十
八 

・
七
五
） 

２
・
３ 

（
略
） 

２
・
３ 

（
略
） 

（
欠
勤
等
日
数
） 

（
欠
勤
等
日
数
） 

令和７年３月２６日 
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第
五
条 

（
略
） 

第
五
条 

（
略
） 

２
～
４ 

（
略
） 

２
～
４ 

（
略
） 

５ 

前
三
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
第
一
項
の
欠
勤
等
日
数
の
算
定
に
当
た
っ

て
は
、
一
日
の
正
規
の
勤
務
時
間
の
一
部
に
つ
い
て
、
職
免
条
例
第
二
条
の
規

定
に
よ
り
職
務
に
専
念
す
る
義
務
を
免
除
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
勤
務
し
な
い
時

間
（
減
免
基
準
第
二
条
に
規
定
す
る
承
認
を
受
け
て
い
な
い
期
間
（
団
体
派
遣

期
間
又
は
講
演
等
を
行
っ
た
期
間
を
除
く
。
）
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
、
病

気
休
暇
、
介
護
休
暇
、
勤
務
時
間
条
例
第
十
八
条
の
二
に
規
定
す
る
介
護
時
間

（
以
下
「
介
護
時
間
」
と
い
う
。
）
若
し
く
は
勤
務
時
間
条
例
第
十
八
条
の
三

に
規
定
す
る
子
育
て
部
分
休
暇
（
以
下
「
子
育
て
部
分
休
暇
」
と
い
う
。
）
に

よ
り
勤
務
し
な
い
時
間
、
私
事
欠
勤
等
の
取
扱
い
を
受
け
た
時
間
又
は
修
学
部

分
休
業
、
高
齢
者
部
分
休
業
若
し
く
は
育
児
休
業
法
第
十
九
条
第
一
項
に
規
定

す
る
部
分
休
業
（
以
下
「
部
分
休
業
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
勤
務
し
な
い
時
間

（
以
下
「
部
分
休
業
等
に
よ
り
勤
務
し
な
い
時
間
」
と
い
う
。
）
が
あ
る
と
き

は
、
教
育
委
員
会
が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
日
又
は
時
間
に
換
算
し
、

第
一
項
の
換
算
し
た
日
数
、
合
計
し
た
日
数
又
は
勤
務
し
な
い
時
間
に
加
算
す

る
。 

５ 

前
三
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
第
一
項
の
欠
勤
等
日
数
の
算
定
に
当
た
っ

て
は
、
一
日
の
正
規
の
勤
務
時
間
の
一
部
に
つ
い
て
、
職
免
条
例
第
二
条
の
規

定
に
よ
り
職
務
に
専
念
す
る
義
務
を
免
除
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
勤
務
し
な
い
時

間
（
減
免
基
準
第
二
条
に
規
定
す
る
承
認
を
受
け
て
い
な
い
期
間
（
団
体
派
遣

期
間
又
は
講
演
等
を
行
っ
た
期
間
を
除
く
。
）
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
、
病

気
休
暇
、
介
護
休
暇
若
し
く
は
勤
務
時
間
条
例
第
十
八
条
の
二
に
規
定
す
る
介

護
時
間
（
以
下
「
介
護
時
間
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
勤
務
し
な
い
時
間
、
私
事

欠
勤
等
の
取
扱
い
を
受
け
た
時
間
又
は
修
学
部
分
休
業
、
高
齢
者
部
分
休
業
若

し
く
は
育
児
休
業
法
第
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
部
分
休
業
（
以
下
「
部
分

休
業
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
勤
務
し
な
い
時
間
（
以
下
「
部
分
休
業
等
に
よ
り

勤
務
し
な
い
時
間
」
と
い
う
。
）
が
あ
る
と
き
は
、
教
育
委
員
会
が
別
に
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
日
又
は
時
間
に
換
算
し
、
第
一
項
の
換
算
し
た
日
数
、
合

計
し
た
日
数
又
は
勤
務
し
な
い
時
間
に
加
算
す
る
。 

６ 

（
略
） 

６ 

（
略
） 

７ 

第
五
項
の
規
定
は
、
介
護
時
間
、
子
育
て
部
分
休
暇
又
は
部
分
休
業
に
よ
り

勤
務
し
な
い
時
間
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
七
時
間
四
十
五
分
を
も
っ
て
一
日

と
し
て
換
算
し
た
日
及
び
一
日
未
満
の
端
数
の
時
間
（
育
児
短
時
間
勤
務
職
員

等
と
し
て
在
職
し
た
期
間
に
お
い
て
介
護
時
間
に
よ
り
勤
務
し
な
い
時
間
に
あ

７ 

第
五
項
の
規
定
は
、
介
護
時
間
又
は
部
分
休
業
に
よ
り
勤
務
し
な
い
時
間
に

つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
七
時
間
四
十
五
分
を
も
っ
て
一
日
と
し
て
換
算
し
た
日

及
び
一
日
未
満
の
端
数
の
時
間
（
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
と
し
て
在
職
し
た

期
間
に
お
い
て
介
護
時
間
に
よ
り
勤
務
し
な
い
時
間
に
あ
っ
て
は
当
該
勤
務
し



っ
て
は
当
該
勤
務
し
な
い
時
間
を
合
計
し
た
時
間
を
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等

に
係
る
算
出
率
で
除
し
て
得
た
時
間
を
七
時
間
四
十
五
分
を
も
っ
て
一
日
と
し

て
換
算
し
た
日
及
び
一
日
未
満
の
端
数
の
時
間
と
し
、
定
年
前
再
任
用
短
時
間

勤
務
職
員
と
し
て
在
職
し
た
期
間
に
お
い
て
介
護
時
間
、
子
育
て
部
分
休
暇
又

は
部
分
休
業
に
よ
り
勤
務
し
な
い
時
間
に
あ
っ
て
は
当
該
勤
務
し
な
い
時
間
を

そ
れ
ぞ
れ
合
計
し
た
時
間
を
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
に
係
る
算
出
率

で
除
し
て
得
た
時
間
を
七
時
間
四
十
五
分
を
も
っ
て
一
日
と
し
て
換
算
し
た
日

及
び
一
日
未
満
の
端
数
の
時
間
と
す
る
。
）
を
合
計
し
た
日
及
び
時
間
が
三
十

日
を
超
え
な
い
場
合
は
、
適
用
し
な
い
。 

な
い
時
間
を
合
計
し
た
時
間
を
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
に
係
る
算
出
率
で
除

し
て
得
た
時
間
を
七
時
間
四
十
五
分
を
も
っ
て
一
日
と
し
て
換
算
し
た
日
及
び

一
日
未
満
の
端
数
の
時
間
と
し
、
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
と
し
て
在

職
し
た
期
間
に
お
い
て
介
護
時
間
又
は
部
分
休
業
に
よ
り
勤
務
し
な
い
時
間
に

あ
っ
て
は
当
該
勤
務
し
な
い
時
間
を
そ
れ
ぞ
れ
合
計
し
た
時
間
を
定
年
前
再
任

用
短
時
間
勤
務
職
員
に
係
る
算
出
率
で
除
し
て
得
た
時
間
を
七
時
間
四
十
五
分

を
も
っ
て
一
日
と
し
て
換
算
し
た
日
及
び
一
日
未
満
の
端
数
の
時
間
と
す
る
。
）

を
合
計
し
た
日
及
び
時
間
が
三
十
日
を
超
え
な
い
場
合
は
、
適
用
し
な
い
。 

 
 

（
後
略
） 

（
後
略
） 

 
 

 
 

 

付 

則 
 

 

こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 
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教育人事企画課 

 

港区幼稚園教育職員の勤勉手当に関する規則の一部を改正する規則等について 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 経緯 

「港区幼稚園教育職員の給与に関する条例」、「港区幼稚園教育職員の勤務時

間、休日、休暇等に関する条例」の一部改正に伴い、令和７年度以降の勤勉手当

の支給月数並びに勤勉手当及び期末手当の欠勤等日数の規定について定める条

項を一部改正するものです。また、刑法の改正により期末手当規則で定める様

式中の文言を改正するものです。 

 

２ 主な改正内容 

（１）支給月数【対象規則：勤勉手当規則】 

令和７年度以降の勤勉手当の支給月数等を下表のとおり規定します。 

区  分 ６月 １２月 合計 

定年前再任用短時間 

勤務職員等以外の職員 

管理職員 1.35  月 1.35  月 2.70  月 

管理職員以外 1.175 月 1.175 月 2.35  月 

定年前再任用短時間 

勤務職員等 

管理職員 0.6625 月 0.6625 月 1.325 月 

管理職員以外 0.575 月 0.575 月 1.15  月 

※「定年前再任用短時間勤務職員等」とは、定年前再任用短時間勤務職員及び暫定再任用 

職員を指します。 

 

 （２）欠勤等日数の規定【対象規則：勤勉手当規則、期末手当規則】 

  欠勤等日数について定めている条例第５条中の子育て部分休暇に係る文言の

整備をします。 

 

 （３）刑法改正に係る様式の改正【対象規則：期末手当規則】 

  第３号様式中「禁錮」とあるのを「拘禁刑」に改めます。 

令和７年３月２６日 

教育委員会議案資料 No.８-３ 

審議内容 

「港区幼稚園教育職員の給与に関する条例」及び「港区幼稚園教育職員の勤

務時間、休日、休暇等に関する条例」、刑法の一部改正に伴い、港区幼稚園教育

職員の勤勉手当に関する規則（以下「勤勉手当規則」といいます。）及び港区幼

稚園教育職員の期末手当に関する規則（以下「期末手当規則」といいます。）の

一部を改正します。 



2 
 

３ 施行期日 

  項番２の（１）及び（２）については令和７年４月１日から、（３）について

は令和７年６月１日から施行します。 

 


